
◎
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道

株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律

（
平
成
二
七
年
六
月
一
〇
日
法
律
第
三
六
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
七
年
五
月
八
日
・
衆
議
院
国
土
交
通
委
員

会

）

○
太
田
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
の
提
案
理
由
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
各
社
に
つ
き
ま
し
て
は
、
累
次
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
経
営
基
盤

の
確
立
等
条
件
が
整
い
次
第
、
で
き
る
限
り
早
期
に
完
全
民
営
化
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
の
効
率
化
や
多
角
化
を
進
め
、
近
年
で
は
安
定
的
に
経
常
黒
字
を
計

上
し
、
他
の
鉄
道
会
社
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
同
社
の
経
営
基
盤
は
確
立
し
た
と
言
え
る
状
況

に
あ
り
、
早
期
に
完
全
民
営
化
に
向
け
た
手
続
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
完
全
民
営
化
後
も
、
九
州
の
基
幹
的
輸
送
機
関
と
し
て
、
必

要
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
こ
の
た
び
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
こ
と
と

し
た
次
第
で
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
を
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本

貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
適
用
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
路
線
維
持
や
利
用
者
利
便
の
確
保
等
に

つ
い
て
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
完
全
民
営
化
し
た
後
も
事
業
運
営

上
踏
ま
え
る
べ
き
指
針
を
策
定
し
、
必
要
な
場
合
に
は
勧
告
、
命
令
等
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
安
定
基
金
に
つ
い
て
は
、

完
全
民
営
化
後
も
同
基
金
が
果
た
し
て
い
る
路
線
維
持
等
の
機
能
を
実
質

的
に
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
全
額
を
取
り
崩
し
、
事
業
の
運
営
に
必
要
な

費
用
に
充
て
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
案
す
る
理
由
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
が
速
や
か
に
成
立
い
た
し
ま
す
よ
う
、
御
審
議
を
よ
ろ
し

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
一
三



く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
五
月
一
九
日
）

○
今
村
雅
弘
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
自
主
的
か
つ
責
任
あ
る
経
営
体

制
の
確
立
等
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主

な
内
容
は
、

第
一
に
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
を
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本

貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
適
用
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
国
鉄
改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
事
業
経
営
を
確
保
す
る
た

め
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
事
業
を
営
む
に
際

し
当
分
の
間
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
を
策
定
し
、
こ
れ
に
照
ら

し
て
、
必
要
な
場
合
に
は
、
勧
告
、
命
令
な
ど
が
で
き
る
こ
と
、

第
三
に
、
経
営
安
定
基
金
の
全
額
を
取
り
崩
し
、
事
業
の
運
営
に
必
要

な
費
用
に
充
て
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
五
月
七
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
八
日
太
田
国
土
交

通
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
十
三
日
質
疑
に
入
り
、
十
五

日
、
質
疑
終
了
後
、
討
論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
七
年
五
月
一
五
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の

運
用
に
つ
い
て
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
純
民
間
会
社
化
後
に
お
い
て
も
、
施
設
の
老
朽
化
対

応
等
の
設
備
更
新
や
運
賃
・
料
金
を
適
切
な
水
準
に
維
持
す
る
よ
う
鋭

意
努
め
る
と
と
も
に
、
輸
送
の
安
全
が
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
優
先
す
る
最

も
重
要
か
つ
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
輸
送
の
安
全
の
確

保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
適
切
な

輸
送
力
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

二

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
今
般
の
法
施
行
後
に
あ
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
経
営

努
力
に
よ
り
地
方
鉄
道
路
線
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
等
を
十
分
踏
ま
え
、
引
き
続
き
沿
線
地
域
の
交
通
利
便
の
確

保
に
万
全
を
期
す
べ
く
沿
線
自
治
体
等
と
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
。

三

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
関
連
事
業
分
野
に
お
い
て
事
業
展
開
を
す
る
に
際
し

て
は
、
大
量
の
利
用
者
が
集
散
す
る
駅
施
設
を
保
有
す
る
こ
と
等
を
十

分
に
留
意
し
、
当
該
進
出
地
域
の
振
興
、
中
小
企
業
者
へ
の
影
響
等
に

適
切
な
配
慮
を
図
る
こ
と
。

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
一
四



四

本
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
指
針
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
健
全
な
経
営
に

配
慮
し
、
過
度
の
規
制
と
な
ら
な
い
よ
う
適
切
に
定
め
る
こ
と
。

五

本
法
附
則
第
七
条
の
経
営
安
定
基
金
の
取
り
崩
し
及
び
振
替
に
際
し

て
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
安
定
的
経
営
が
長
期
的
に
可
能
と
な
る
よ
う
十
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
経
営
の
自
由
度
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
留
意
す
る
こ
と
。

六

国
等
は
、
九
州
地
区
に
お
け
る
鉄
道
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環
境

を
十
分
勘
案
し
、
適
切
な
輸
送
の
確
保
に
向
け
て
、
適
切
な
支
援
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

七

Ｊ
Ｒ
北
海
道
及
び
Ｊ
Ｒ
四
国
は
、
経
営
自
立
に
向
け
た
経
営
基
盤
の

確
立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
は
、
両
社
を
取
り
巻
く
現
下
の
厳
し
い

経
営
環
境
に
鑑
み
、
引
き
続
き
安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
資
す

る
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
維
持
・
強
化
等
に
対
し
て
所
要
の
支
援
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

八

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
経
営
基
盤
の
確
立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
は
物
流

政
策
と
し
て
掲
げ
る
物
流
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
促
進
を
目
的
と
し
て
引

き
続
き
適
切
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

九

人
口
減
少
や
少
子
化
等
、
鉄
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
交
通
政
策
基
本
法
の
理
念
に
則
り
、
Ｊ
Ｒ
は
、
民
営
鉄
道
や

バ
ス
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
は
、
公
共
交
通
全
体
を

見
据
え
た
輸
送
の
あ
り
方
と
Ｊ
Ｒ
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
つ
つ
、
上
下

分
離
方
式
な
ど
、
地
域
と
の
更
な
る
連
携
に
向
け
た
具
体
的
方
策
に
つ

い
て
検
討
を
図
る
こ
と
。

十

国
は
、
各
鉄
道
事
業
者
に
お
い
て
、
今
後
と
も
高
齢
者
、
身
体
障
害

者
等
の
移
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
駅
等
鉄
道
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進
す
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

三
、
参
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
六
月
三
日
）

○
広
田
一
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
自
主
的
か
つ
責
任
あ
る
経

営
体
制
の
確
立
等
を
図
る
た
め
、
同
社
を
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本

貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
適
用
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
と
も

に
、
同
社
が
完
全
民
営
化
し
た
後
も
配
慮
す
べ
き
指
針
の
策
定
等
、
国
鉄

改
革
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
経
営
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
完
全
民
営
化
の
在
り
方
、
赤

字
路
線
の
維
持
及
び
輸
送
の
安
全
の
確
保
に
向
け
た
取
組
、
税
制
特
例
の

取
扱
い
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
四
国
・
貨
物
三
社
の
将
来
展
望
等
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま

す
。

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
一
五



質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
辰
巳
孝
太
郎
委
員
よ
り
本
法
律
案
に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
七
年
六
月
二
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
純
民
間
会
社
化
後
に
お
い
て
も
、
輸
送
の
安
全
が
あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
優
先
す
る
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
輸
送
の
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、
施
設
の

老
朽
化
対
応
等
の
設
備
更
新
、
鳥
獣
の
衝
突
防
止
等
に
係
る
取
組
、
防

災
・
減
災
対
策
の
推
進
及
び
運
賃
・
料
金
の
適
切
な
水
準
の
維
持
に
鋭

意
努
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
適
切
な
輸
送
力
の

確
保
及
び
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

二

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
輸
送
の
安
全
・
安
心
の
確
保
及
び
一
層
の
向
上
等
に

資
す
る
よ
う
、
今
後
と
も
人
材
の
確
保
及
び
技
術
・
技
能
の
適
切
な
継

承
に
努
め
る
こ
と
。

三

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
本
法
施
行
後
に
あ
っ
て
も
、
需
要
を
積
極
的
に
開
拓

す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
経
営
努
力
に
よ
り
鉄
道
路
線
の
維
持
に
努
め

る
と
と
も
に
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を
十
分
踏
ま
え
、
引
き
続
き

沿
線
地
域
の
交
通
利
便
の
確
保
に
万
全
を
期
す
べ
く
沿
線
自
治
体
等
と

密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
。

四

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
関
連
事
業
を
展
開
す
る
に
際
し
て
、
大
量
の
利
用
者

が
集
散
す
る
駅
施
設
を
保
有
す
る
こ
と
等
を
十
分
に
留
意
し
、
当
該
進

出
地
域
の
振
興
、
中
小
企
業
者
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
、
適
切
な
配
慮

を
行
う
こ
と
。

五

本
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
指
針
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
健
全
な
経
営
に

配
慮
し
、
過
度
の
規
制
と
な
ら
な
い
よ
う
適
切
に
定
め
る
こ
と
。

六

本
法
附
則
第
七
条
の
経
営
安
定
基
金
の
取
崩
し
及
び
振
替
に
際
し
て

は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
安
定
的
経
営
が
長
期
的
に
可
能
と
な
る
よ
う
十
分
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
経
営
の
自
由
度
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

留
意
す
る
こ
と
。

七

国
等
は
、
九
州
地
区
に
お
け
る
鉄
道
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環
境

を
十
分
勘
案
し
、
適
切
な
輸
送
の
確
保
に
向
け
て
、
所
要
の
支
援
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後
、
株
式
上
場
の
動
向
等
を
勘
案
し
、
税

制
に
つ
い
て
そ
の
在
り
方
の
検
討
に
努
め
る
こ
と
。

八

Ｊ
Ｒ
北
海
道
及
び
Ｊ
Ｒ
四
国
は
、
経
営
自
立
に
向
け
た
経
営
基
盤
の

確
立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
は
、
両
社
を
取
り
巻
く
現
下
の
厳
し
い

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
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律
の
一
部
を
改
正
す
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法
律
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六



経
営
環
境
に
鑑
み
、
引
き
続
き
安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
資
す

る
鉄
道
の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
強
化
、
高
速
化
等
に
対
し
て
所
要
の
支

援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
経
営
基
盤
の
確
立
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
は
、
物
流
政
策
と
し
て
掲
げ
る
物
流
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の
促
進
を
目
的
と
し
て
引
き
続
き
適
切
な
支
援
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。

九

人
口
減
少
や
少
子
化
等
、
鉄
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
交
通
政
策
基
本
法
の
理
念
に
則
り
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は
、
民
営
鉄

道
や
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
は
、

公
共
交
通
全
体
を
見
据
え
た
輸
送
の
在
り
方
と
Ｊ
Ｒ
の
位
置
付
け
を
踏

ま
え
つ
つ
、
上
下
分
離
方
式
な
ど
、
地
域
と
の
更
な
る
連
携
に
向
け
た

具
体
的
方
策
に
つ
い
て
検
討
に
努
め
る
こ
と
。

十

国
は
、
各
鉄
道
事
業
者
に
お
い
て
、
今
後
と
も
高
齢
者
、
身
体
障
害

者
等
の
移
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
駅
施
設
や
車
両
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
な
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。
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正
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